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地質部図幅第二識液陶縛撤

地殻のしわ1

はじめ海底ではほぼ水平に堆積した地層

はその後の造山作用によって.折リ曲げら

れたりあるいはたち切られたりする.そ

して同時に海底から隆起して水面上に姿を現

わし風雨に削られてその断面は美しい

しわ模様(摺曲)としてわたし連の眼にふ

れるようになる

この写真は地球の歴史では新しい1時期に

属する第三紀の地層(目南層群)が摺曲して

いる様子の1例である.突出した何枚かの

砂岩層とその間にはさまる泥岩層はそれ

ぞれの地層の侵蝕作用に対する抵抗の違いを

よく示している.

堅いものの代表のような｢岩石｣が広い

地域にわたって粘土細工のように曲げられて

いることは驚くべきことである.激しい摺

曲は世界中時をかまわずどこにでも起るも

のではなくある時代にはある限られた場所

にのみ起るものである.新生代の摺的地域

としては太平洋のまわりからヒマラヤ･

アルプス匁淫につづく地帯に,毘篶れるもので
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激しい繕飾のほとんどないζ安全大陸､jと区
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八橋油田における

天然ガスの地下貯蔵

天然ガスの需要とくにタウン･ガスの需要が

ふえると一目の時刻あたりの消費量夏季冬季

の消費量に大きな差ができますこの差を調整

するために坑井を開閉する方法タンクに貯蔵

する方法等があります.坑井を操作する方法は

坑井の調子を狂わせる危険性がありあまり感心

しません.タンクに貯蔵する方法は設備費と

かわる方法として適当な地層に

天然ガスを貯蔵するという方法

カミ考えられます.

帝国石油では将来に備えて

地下貯蔵の現地テストを八橋油

田沢囲a層で実施しています.

この層は深度300m面積

一135,000m2層厚3m孔際率

40%凝灰質砂岩層です.

このテストは昭和34年8月から開始され現在1

までに圧入したガス量は940万m3で採収した

ガス量は320万m3であります.このテストは

小規模でありますが一応の成功をみましたので

将来消費地近傍の大規模の地下貯蔵に対して明

るい見通しをたてることができました.
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